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父 欠損 の 効果
一中学許の性格と親の認知について一
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序説
近年家庭教育ないし親子関係、の研究領減において，母
子関係とともに父子関係の重要性が指摘され，母と迷っ
た父の子への意義と影響が問題とされてきている(例え
ば Parsons，II Nash，幻 Andry3) )。すでに父の子へ
の心理的影響に関する研究も少く ないが(例えば Pet-
ersonメ)Droppleman，5) Johnson6))， そのような立
場から，父の存在を消極的ではあるが，政も強力IC示す
と恩われる父不在とか欠損の家庭をとりあげ，母子関係
に重点をおかず，父の子への影響を探ろうとする研究も
有カな接近のーっと思われる。
ふつう父欠損家庭では，母の家彪での役割と責任が過
霊となり，それは子への母の態度とりあっかいに反映
し，さらに子の性格形成に影響を及ぼすと考ーえられよう
(Tiler7) )。 その影響はすべて好ましくないといえない
かもしれない (Biler8り。 しかし乙のような間接的効果
にとどまらず，父をモデノレとして学習できない乙とから
子どもの社会化，人格形成上に不利を生ずるという，よ
り直後的効果も考えられる(例えば Sears，9)Mc Cord， 
10) Lynn，l1) Hawarth， 12> Siegman13))。 とくにそ
の不利は男子にとり大きいであろう (Medinnus14) )。
いうまでもなく欠損の効果は，欠損の時期，期間，原
因，同胞その他の親族などの家族構成，さらに社会文化
的背景などの要因により多綴となるが，また従来なされ
た研究の対象と方法の違いによって，父の子への直接間
接の効果について.母子関係以上になお検討の余地も少
なくないと思われる。
筆者らは子どもの成長発達iζ及ぼす家庭ないし殺の意
義とそのあり方の研究を課題IC，すでに母子とともに父
子関係について， 親への同一視の函から若干の検討 1却
を試みてきたが，乙乙では上述のJll!.白から，父欠損中学
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生の性格，子からみた親の態度と親への同一視について
対照中学生，母欠損中学生のそれらと比較し，父の意義
と影響を知る手掛りをえようとした。なお父欠損の条件
を統制しでも，残る母の効果を完全に切り緩す乙とはむ
つかしいが，従来の諸研究の結果を怠考1ζ，次の仮定を
設け検討する乙とにした。すなわち， (1)父欠損中学生の
性格は対照中学生iζ比し不適応であり，とくに男子は攻
撃性IC乏しいであろう。 (2)子からみた母の子への態度は
欠損中学生K好ましくないであろう。とくに拒否的と思
われる。それは母の負担の過重によるであろうか。 (3)父
欠損中学生の父への同一視は乏しいであろう。父という
モデルをもたないからである。したがってとれは(1)の攻
換性IC乏しいことと関連するのではないか。また父の代
償として母への同一視が強いのではないか。(4)同性の綴
への同一視が重要とすれば，父欠損の効果l立女子より男
子IC大きいであろう。逆IC母欠損の効果は女子IC対し大
きいのではないか。
調査の方法
I 調査対象大阪市立T中学校1. 2， 3年それぞれ
5学級の生徒581名を対象IC，後述の質問紙を笑施，そ
のうちから第1表の通り，父火損群，対照霊平，母欠領lf
を選んだ。中学生を対象にしたのは，乙の期が父欠損の
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効果を含め，問題の発生しやすい危機的時期である乙と.
またS医者らの先の研究から.!tJJ少期iζ比し質問紙調査の
信頼性も高いと縫量した乙とによる。
T中学は大阪市の中心都からやや緩れた地域にあり，
小売，卸し高，家内工業，加工業などの家庭が多く，生
徒のうち 2ないし 3 ~Jは外国籍をもっていた。
欠損群の欠須の理由は，父欠損群5名(男 1.女4) 
が離別によるほか，他のすべては死別であった。その発
生時期は明らかなもののみについて，生後より14才まで
に及んでいた。幼時期 (18人).イ半期 (22人)が多く.
中学期 (3人)は少ない。なお継父母をもつものは間短
の複雑化を避けるため，乙 ζでは除外した。
対照群は父欠損群と同じ学級内で，ほぼその上むにあわ
せアトランダムIC選んだ。母欠損群の人数カ妙、く，父欠
損税との十分な比較ができかねたが，参考の程度にふれ
てゆく乙とにした。
E 調査手続生徒の性絡はYGテス ト1:より，綾子
関係は図研式親子関係テスト{児童用)によった。親自身
の評価より子からみた親子関係をとりあげたのは，後者
が子の適応により関連が深いζとによる(Scbaefer1制)。
また貌への同一視については，筆者らの先の研究とほぼ
向じく，類似(興味，考え方，行動).権威(将来のモ
デル，尊敬).親密 (親しみ，好き)の3領域5質問を
作成し実施した。なおモデルとして父と母にのみ限定す
る潟査のほか，一般モデルについても調べた。そのうち
で父母がどのような地位にあるか，モデルがどう発逮分
化しているか，つまり父母の他のモデルとの相対評価も
必要と考えたからである。
以上3移の質問紙1:欠損を問う項目をくわえ， 各学級
担任の指示のもとに集団的iζ調査を実施した。調査日は
昭和44年10月3日であった。
結果と考察
結果は父欠損群と対照宮平iζついて，男女別tζ比鮫検討
を鼠みた。さきにふれたように，父欠損と母欠損の比較
も，それぞれの子どもへの修響の違いを示すものとして
興味があると思われたが，後者の人数が少ないため， ζ
の十分な検討は他日号邦1さねばならない。
I 性格テストの結果第2表はYGテストの各位絡
特性どとの平均得点(粗点)を示したもの。父欠損，対
照両苦手とも全体iζ様埠i得点段階3のうちに入るものが多
かった。個別的には左右IL偏る性格を示すものが，前苦手
ともに認められるとはいえ，平均して著しい逸脱を示さ
ない乙とは，われわれの対象が欠損家庭児といえども，
一応正常な生徒と考えられたζとによるのであるうか。
蛮
?
第2雪量 YGテスト平均得点(粗点)
ヰご 父欠損群 対照群 母欠損群男mド(3 男(ωド{紛男 ωドω
抑うつ性 11.52 12.74 9. 77 11.37 ]1.日 14.16 
一
回帰性 13-17 12. 38 11.29 12. 40 11.12 13-10 
劣等感 10.23 1.70 9.25 9.82 10.50 13-50 
←一一一ー 同一一一一
神経質 12.05 11.22 10.02 10.77 1.00 13.16 
ト一一一ーー ー
客観性 11.23 1.35 10.18 1.46 10.12 12. 83 
一
協調性 1. 47 1.00 10.34 9.26 8.25 9.16 
一
攻撃性 12. 94 10.80 13-∞ 弘前 12.37 14.∞ 
活動性 1. 70 9.前 11.90 11.17 12. 75 10.83 
のんきさ 12. 23 10.80・13-02 13-31 13-12 16-50 
トー一ー一一
恩5考的向性 7.11 9.09 8. 47 8. 77 8日 8.00 
支配性 10.35 9.25 9.54 10.42 9. 87 11.33 
• 
10. 82・ • 社会的向性 10. 58傘12.65 注目 12. 25 13-33 
‘ 
‘ (注)括弧内の数字は人数を示す。h:，へ 印は父欠
ホ
損，対照宮手間1:.それぞれ5，2.196レベルの危
険率で有窓な差のあるととを示す。
ζのような前援において，およそ次の傾向が発見され
た。
1. 男子の場合父欠損群と対照苦手問。ζ有意な差(t検
定)を示したものは，社会的向性のみであり，欠損群iζ
内向傾向が大きい。他の特性には有意といえないが，欠
損若手tζ抑うつ，回帰性，神経質など情緒不安の好ましく
ない傾向がうかがわれる。つまり ζれらを総合して，対
照霊平iζ比し欠損群IL.情緒不安，社会的内向の傾向があ
るといえそうである。 第3表で欠損群iζEタイプをとる
ものカ靖君、に多く (X2検定)，乙の傾向を代表している
とも恩われる。 Searsや McCordその他の指摘する父
欠損男子の攻怒性欠の傾向は明らかでなかったが，見出
された消極内向的傾向は，乙れと必ずしも矛盾するもの
とはいえないであろう。したがって以上の結果は，ほぽ
第1の仮定にそうものと考えられよう。
なお数は少ないが，母欠損群の男子は，抑うつ，協関
性欠の傾向のほか，対照群とあまり差を示していない。
つまり内向消極傾向のみられないζ とは，父欠損群の場
合と対照的である。 乙乙にも一般に活動的社会的な父を
モデルとなしえない消極的効果がうかがえそうである。
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113表 YGテストのタイプ
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親の態度の平均バーセンタイル
対照群 母欠損群
男|女 男|女
9 2 。
一
16 2 4 
一
3 。。
8 2 。
1: I十|寸 21 1 
21 21 01 011 
6 
(注)父欠損、対照群悶にEタイプlζて5%レベルの危
険率ICて有意の差あり (x検定)。
残る母の影響を完全に無視する乙とはできないとして
も。
2. 女子の場合 父欠損苦手と対照君事悶IC有意な差(t検
定)を認めた特性は.のんきさと社会的向性とであった。
欠損若手にのんきでなく，内向的である。欠損群には劣等
感，協調性欠，攻撃性欠の傾向もうかがわれるが，欠損
群lζCタイプ (X2検定，10%の危険率)が多い乙とに
よって代表されそうでもある。欠損群IC攻撃性欠の傾向
が，男子の場合より明瞭にみられる乙とは興味深いが，
男女とも内向消極傾向を示していたζとは，もしそれが
父欠損lζ起因するとすれば，男子のみならず女子にとっ
ても意義があると考えられるであろう。なお母欠損群女
子は対照群IC比し，情緒不安，積極外向の傾向がうかが
われた。 ζれは父欠損の女子の結果，母欠損の男子の結
果と相反する方向を示すものである。さらに人数をまし
て検討する必要はあるが，親を欠く影響は親と子の性別
により違い，とくに女子にとって間性の毅の欠須の意義
が大きいと示唆されるかもしれない。
以上YGテストの結果からは，臨床的』ζ示されるよう
な，著しい効果を発見できなかったが，父欠損群男女iζ
消極内向的，男子で情緒不安傾向のある乙とは，第1の
仮定にほぼ一致する乙と，また同性の貌を失うととが大
きい影響をうけるであろうと思われた。
E 親子関係テストの結果 第H長は子どもからみた
親の態度特性のパーセンタイル平均を示したものであ
る。平均からみて各群iζとくに閉経iとする特性(危険領
域に入るもの)はなかったが，乙れは正常な調査対象で
あった乙とにもよるであろう。
1. 男子の湯合欠損，対照両群問tζ大きい差を示す
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消極的拒否
?
??
??????
人 数I19 I 45 I 30 1< I 8 I 45I 6 I 44
• 
〈注〉 ・，::印は欠損、対照群悶の人数分布の比絞lζて
(x2検定)，それぞれ5，2， 1%レベルの危険
率にて有意な差のあるととを示す。
母の態度特‘性は認めなかった。しかし全体IC欠損群iζ消
樋的，積極的拒否，期待のほか，好ましくない傾向がみ
られる。つまり欠損鮮は対照鮮より母を~ë否的， 支配的
にうけとっている ζ とになる。第2の仮定の通りである
が.Tillerの指摘するように，母の責任の過重iζ由来す
るとζろが大きいのであろう。別居と荷量熔の場合には，
母の性格そのものに基因すると乙ろが少くないとも考え
られるが。なおζのような母の好ましくない態度傾向と
欠損群男子の情緒不安傾向には相遜じる関連を予想させ
るが，その検討は乙ζでは行っていない。
母欠損群の父の態度が対照群IC比して，むしろより好
ましい傾向を示したもののあるζ とは興味深い。
2. 女子の場合商I間に大きい差(人数分布のX2
験定)を認めた母の態度は，消極的，磁極的拒否と不安
であった。前二者は欠損Jllζ，不安は対照苦手に好ましく
ない。大きい差を示さない他の特性をあわせ，全体とし
て，欠損鮮lζ拒否的傾向が，対照群IC保護的傾向がある
といえそう。拒否的母の態度は男子の場合と同じ傾向で
あり，やはり父欠損にともなう問桜的影響と思われる。
第2の仮定IC一致している。しかし保護， J1fI従領域では
拒否iζ相対的とはいえ，いずれにしても欠損群IC好まし
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い傾向である。さきの母欠損男子への父の好ましい傾向
とともIC，残る親の態度は必ずしもよくないものばかり
でない乙と， とくに同性の子にとっては，適切な態度が
みられる乙とを注意しなければならない。
母欠損の父の娘に対する態度が，対照群tζ比し.拒否.
保護，服従特性で好ましく なかった乙とも興味深い。乙
れはさきにみた母欠損女子の不適応な性格と関連してい
るようにも恩われ，性絡の場合と同じく，同性の懇を失
うζとが好ましくない影響をうけるのではないかと示唆
されそうである。
E 親への伺ー視について
1. 一般モデルへの同一視第5表は，乙の世の中で
あなたが最も同一視する人をあげよと問うた結果であ
る。父，母，兄と姉，祖父母，友人， 教師その他いろいろな
モデJVが指摘されたが， 筆者らの先の研究(幼児，小学
生対象〉とほぼ同じく，父母をあげるものが最も多く，
友人の指摘も少くない。 中学期においても父母は心理的
に大きい地位を占めているといえそうである。ととでは
研究目的から，父と母のみを中心iζ考察を行った。
a)男子の場合 父欠損群と対照群間lζ有意な差(X2
検定)を忽めたものは，父に対して， 尊敬と好きな人，
また権威と親密の各合計についてであり，対照霊平にそれ
らが多かった。有意でない他の項目もほぼ同じ傾向を示
している。つまりとれは対照群IC比し欠損群に父への同
一視カ旬Fないという第3の仮定に一致している。 Landy
171らは父不在の効果として，母の代償的行動より，父
子間の接触量の少ない乙とを指鈍しているが，父不在と
死亡の差はあるとしても，やはり父のモデルとしての窓
第5ft 同一視のモ デル(人数)
:ミ興味の類似 考え方の類似父欠損対照 父欠損対照男女男女 男女男女
場降
父 2 1111 7 1 1 1 11 14 
*. 
母 3 10 3 9 9 12 6 12 
きょうだい 3 6 3 7 4 5 5 7 
一
祖父 母 。1 1 。。。。。
一
1x. 人 9 9 I 22 15 3 71 17 7 
一 一
その他 2 1 4 2 1 1 2 2 
行動の類似 類似合計
畑区父欠狽対照
男女 男女男女
。..
5 2 1 13 10 8 4 1 35 31 
司除温与司' 一
5 8 6 15 17 30 15 36 
6 6 3 4 I 13 18 11 18 
一 一。l 。1 。2 1 1 
当惨..
4 10 16 10 16 26 55 32 
1 。弓 。4 2111 4 
尊 敬
父欠損 対照
男女 男女
* ・，.
1 4117 25 
4惨事 一
9 16 5 15 
一
3 2 1 3 
。3 。。
。2 2 。
4 3 14 1 
(注〉
無答のも
のは除い
である。
本印はそ
の数iζ応
じそれぞ
れ5，2 
1%レベ
ルの危険
率にて，
両群間IC
有意な差
のある乙
とを示す
(x2な
|将来のモデル|権威合計|翠 し み|好きな人 |親密会計 いし直接
確率の検
定)。
寧牢傘 寧事事 4・ 事場ド* *. 父 3 3 I 13 9 4 7 30 34 1 1 7 5 。2 I 13 12 1 3 I 20 17 
.1----..牟 ‘' 
本*噂 一
母 • 2 6 4 20 11 22 9 35 10 13 7 22 12 16 15 22 22 29 22 4.4 
一 一
きょうだい 2 2 1 2 5 4 2 5 5 1 1 2 4 3 円 2 9 4 6 4 
一
祖父母 。2 2 。。5 2 。1 1 2 。。3 。。1 4 2 。
一 一 .* 一 • 
友 人 1 1 3 1 1 3 5 1 5 10 お 21 4 5 12 12 9 15 37 33 
一
その {也 6 71 14 5 1 10 10 28 6 1 2 5 2 l 2 。3 2 4 5 5 
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豊島の乏しい乙とによるといえそうである。
しかし母IC対しては，類似，継風貌*の各項目の多
くに，また合計においても，対照群より欠領tllC有意に
同一視を示すものが多かった。それだけ父IC代わる母の
憲章島と役割の大きいζとを示し，第3の仮定後半に一致
するようでもある。ただ対照群男子では，間性の父への
同一視がもちろん多く，また友人への同一視を示すもの
も多いととを注意しておかねばならない。 間性の観へ，
また宛速に応じて，毅から友人へ，そして他の人身に分
化する獲が同一授の正常な過程であるとすると，欠鍋群
男子の母への執着i立必ずしも健全とはいえないかもしれ
ない.
b)女子の場合父Iζ対しては，考-え方の頬似，尊敬，
また類似，継威，親密の各合計において，欠損I!lより対
照lllC有窓 (x2検定)Iζ同一視するものが多く，男子
と同じく女子の場合も 欠損群iζ父のモデルとしての影
将来のモデルとするものが対照群IC有意Iど多いとはい
え，{也の項目ではむしろ欠損震に逆の傾向を示すものも
あり，男子の場合ほど，全体IC明瞭な傾向を発見できな
かった。
以上一般モデルとの関連からみた父への同一畿で，男
女とも父欠損の負の効果が認められ，父の影響のZしい
乙と，また母への男子の執緒傾向は不適応、のあらわれで
ないかという乙とが示唆される。
2. 父母のみへの同一後第6表は父と母への単独評
価をさせた結果である。分化したモデルの相対的地位で
なく，父母への基本的関係を知ろうとした。 3段階評価
に1-3得点を与え平均を算出。高い得点ほど親への同
一筏も高い乙とになる。
a)男子の場合父と母への同一視とも，阿群問K大
きい差を発見できなかった。ただ欠損時男子の回答に無
答が多かったため(表から除いてある)， 乙れを父との
響は乏しいといえよう。しかし母への同一観については 筏触の少ない乙と，つまり同一視の乏しい乙とを示すも
116表 父母への同一授の平均得点
とよ: 父への同 一 筏 母への同 一 筏父欠領事手 対照群 母欠領主手 父欠損群 対照霊平 母欠損事手男 女 男 女 男 女 男 女 E丹 女 男 女
“' ••• • 興味の類似 1.82 1.56 1.84 1.84 2.∞ 1.67 1.50 1.77 1.46 1.98 1.63 2.83 
‘脈事愈 ..・
考え方の類似 1.78 1.65 1.82 2. 08 1.7弓 1.67 1.槌 1.93 1.95 1.96 1. 75 2. 33 
-・4胸
行動の鎖似 1.90 1.62 1.84 2.∞ 1.6.1 2.50 1.64 1.85 }.62 1.89 2.∞ Z切
•• ••• 羽B・
類 似 針 1.80 1.61 1.84 1.98 1.79 1.94 1.61 1.83 1.68 1.94 1.83 2.56 
.・ .. 
車事 者主 2. 40 2.∞ 2.34 2. 70 2.25 2.65 2. 52 2. 46 2.:鳴 2. 48 2∞ 2.65 
-・将来のモデル 1.45 1.47 1.59 1.76 1.臼 1.67 1.日 1.76 1.64 1.90 1.2!) 2.17 
-事耳目 ••• 
権 威 計 1.90 1.74 1.96 2.23 1.94 2.17 2. 05 2. 07 2. 01 2.19 1.臼 2.42 
*・ ••• 
親 し み 2.18 2.12 2. 42 2.47 2. 38 Z日 2.50 2.69 2. 67 2. 73 2. 50 3.∞ 
••• ••• 
好きな 人 2.46 2.54 2. 82 2. 69 2.63 2.83 Z印 2. 52 2. 78 2. 77 2.叩 2.83 
••• 
銀 密 針 2. 31 2.43 2. 62 2.58 2.50 2. 67 2. 50 2.伺 2.72 2. 76 2.回 2.92 
(注〉父欠損群に無答が多く，乙れを除いて盤恕してある。
ぺ..， .・印iま終答も含め人数分布によるx2検定の結果，父欠損，対照gln日にそれぞれ5，2， 1%レベル
ICて有意な差を示したもの。
( 21 ) 
-174一 児
のと解し，無答を含めた人数分布のX2検定を行うと，
明らかに有;窓な差・が認められる。したがって1の結梨と
同じく，父のモデルとしての窟;殺は少ないといえよう。
しかし母への同一視については，比較的無答lま少なく，
対照群とやはり大きい差を認めなかった。これは1の結
果と異なる。 1にみられた母への執着も基本的には肯定
できないように恩われる。
b)女子の場合父への同一視については， 男子の場
合と同綴J 欠損苦手に乏しい傾向がうかがえる。父のモデ
ルとしての影響は少ない。また母tζ対しでも，興味の類
似.その合計iζ有意、江差を認め，他の項目においても，
欠損苦手に同一視するものが少ないようである。つまり女
子の母に対する同一視では， 1の場合より，また男子IC:
比しても， より明らかにその乏しい傾向があるといえそ
うである。
以上モデルを父と母IC:限定し，いわば父母への基本的
態度を問うと，男女ともはじめの仮定通り父のモデルと
しての意義は乏しかった。 1の結果とかわらない。しか
もこれは， さきにみた子どもの消極内向的特性と通ずる
とζろもありそうに忠われる。ただ母への同一視が代償
的に高まるとはいえなく，1の結果との矛盾lζ ついて
(男子の場合)はさらに検討を必要とするようであった。
母欠損苦手の結果を参考とすると，父への同一視で，男
子の類似を除き，男女とも，とくに女子で対照群IC:近い
傾向があり，母への同一視で，とくに女子に，母をモデ
ルとする傾向が強いようであった。 ζれは父欠損の場合
と途った傾向であるが，それが Bach181とか TiI1erの
指摘する空想化，理怒化，いわばまぶたの母としての現
象かどうか，さらに方法をかえた吟味が必要であろう。
ただ乙れが男子でなく女子にのみみられる乙とは興味を
ひくと乙ろである。
結節
父欠鎖中学生の性格，*の態度，親への同一視につき
欠煩でない中学生のそれと比較し，父の影響を調べた。
母欠損1洋の結果もあわせ怠考にした。父欠損群を全体と
して正常から著しい逸脱を示すとはいえなかったが， 次
の給よ裂が示唆された。
1)父欠損群の性格lま，男女とも消極内向的，さらに
男子はより情緒不安の傾向があった。男子の攻撃傾向iζ
差はなかった。
2)父欠損群の母は， 男子』とより拒否支配的に，女子
Iとより拒否的にみられていた。しかし女子への母の態度
により好ましい傾向のある乙とも注意をひいた。
3)父欠損群は男女とも父への同一視κ乏しかった。
意
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父欠損群男子の母への同一視傾向についても，むしろ不
適応、のあらわれであり，蕊本的iζは男女とも対照若手と変
らないか，やや乏しい傾向を認めた。なお母欠損群の女
子の母への同一視の高い傾向が注目された。
4)上述の結果から，子どもにとって向性の親を失う
ことが，直接間接により大きい意味をもっζとが示唆さ
れよう，
5)欠損霊平の性格，殺の態度J親への同一視の問IC:，
親子聞の性別をもとにして，必ずしも矛盾しない結果が
みられたが，さらにとれら3者の関速について吟味する
必要がある。なお欠損の効果に関する他の諸要因につい
ても，と くに母欠損群の人数をまして将来検討しなけれ
ばならない。
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Summary 
Some effects of fatber-10ss on the persona1ity， materoal attitudes and parenta1 identification in cbi1-
dren were studied by Questionnaire. Subjects were father-10ss (FL)， mother-10ss (ML) and parents-
present (PP) boys and gir1s of a midd1e sch∞1. Tbe causes of parent-10ss were a1most tbc death of 
fatber but a few divorces. Tbougb it can not be considered conc1usive due to the small number of data， 
tbe resu1ts were as follows. 
1 Boys and girls of FL group were more passive and introvert， and boys of FL group were more 
emotiona1 uncertain， than those of PP group. 
2 Motbers of FL group were percepted more rejective and dominative by their boys， and more 
rejective but 1ess over-protective by their gir1s， than those of PP group. 
3 Boys and girls of FL group identified less with their father than those of PP group， but it 
seemed that boys of FL group and gir1s of ML group identified more with their mother than those of 
PP group， and this was interpreted to be a sign of their maladjustment. 
4 lt was suggested that the negative effects of same sex parent-10ss were gr回 terfor chi1dren， 
direct or indirect， than those of opposite sex parent-10ss. 
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